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  地域リーダーの声 Part.7 

 

        仁保の里保全会・向上対策仁保（山口市） 
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ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ 

協議会だより 

近代的田舎社会づくりの創造 

話は 40 年前にさかのぼって恐縮ですが、昭和 40 年代のむらの人口は激減するし、中学校も廃校とな

るとうわさ話も出る中、昭和 47 年には死者 3 人も出す未曾有の大水害に見舞われ、仁保地区は廃墟と

なるとまで言われていましたが、先人の昼夜に亘る努力によりむらづくり計画が行われました。 

むらづくりの指針 

①生産基盤の整備  ②生活基盤の整備  ③人間味豊かな人づくり 

この 3本の柱～いわゆる「近代的田舎社会づくり」であります。近代的田舎社会づくりとは、仁保に住み

「農業で都会並みの生活が享有出来るむらづくり」であります。 

①生産基盤の整備～すなわち農業生産の基盤づくりです。昭和 52 年から進められた基盤整備事業も平

成 13 年に 400 ha 以上の事業が完了し、現在 20 組織の営農組織が頑張っています。 

②生活基盤の整備～道路・河川網の整備を行い、近郊に通勤しながら農業が出来る体制づくり。また、

水環境の整備に係る農業集落排水事業も平成 13年に完了。 

③人間味豊かな人づくり～古き良き人情をいつまでも残そう。これらの事業の取組の基本は、中山間地

域で枝・葉状態の集落が連たんした地形ですが、費用対効果でなく生活環境の厳しい所から良くしてい

こうと言う基本的な取組の中で公共事業が行われてきました。平成 13 年には「豊かなむらづくり」地

域として「天皇賞の栄誉」に輝きました。 

 あれから 10 年、仁保地区の活性化も「道の駅」を拠点とし、地区民

が理想とするむらづくりの一つ「ワンストップサービス」も出来るよう

になりましたが・・・。 

農業情勢の悪化による後継者問題・高齢化農家、また最近はサル・イ

ノシシによる獣害による被害で生産意欲の喪失が深刻化していますが、

農地・水・環境保全向上対策により集落全体での共同活動で乗り越えな

ければならないと頑張っています。 
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平成 22 年度農地・水・環境保全向上対策 中国四国農政局長特別賞表彰について 

                          

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国・四国農政局は、農地・農業用

水路等の資源の保全管理活動の継続

と地域の将来を考えて一層の意欲の

高揚に向けた取り組みを行った活動

組織に対して特別賞を授与しました。 

山口県からは、①山口市の元気村二

島東（前列左から 4番目 西冨代表）

と②周南市の中須北棚田を守る会（前

列左から 2 番目 重吉書記・会計担

当）が受賞されました。 

（平成23年3月11日） 

 

①元気村二島東（山口市） 

取組面積：78.1ha 

本地区は農地・水・環境保全向

上対策の活動組織が将来に渡っ

て活動を継続していくうえで、組

織の体制をより確固たるものに

する必要があると考え、平成２０

年度に法人化に向けた取組がな

された。法人化により「自分たち

の地域は自分たちで守る」という

意識が高まり、保全意識の高揚、

また地域内の団結力が強くなっ

た。 

NPO法人化 

（特定非営利活動法人） 

    平成20年6月12日設立 

②中須北棚田を守る会（周南市） 

取組面積：44.0ha 

本地区では構成員である「棚田

清流の会」を中心に地区住民が協

力して棚田の保全に取組み、休耕

田への植栽や地区外の親子連れ

を招き農業体験交流会等を実施

している。また、「たまちゃん」

というイメージキャラクターを

作成し、ステッカーにして全戸に

配布し、家の戸口や自家用車など

に貼り、啓発を行っている。これ

まで水田の３割が休耕田や荒廃

地になっていたが、１割程度に減

少し棚田再生の努力が実を結ん

でいる。 


